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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テイルバイティング畳み込み符号を使用して畳み込みエンコーダによって生成されたＮ
個の受信ブランチワードを復号する復号方法であって、
　前記Ｎ個の受信ブランチワードをメモリに格納する格納段階と、
　ブランチワードのシーケンスにビタビアップデートを連続実行する連続実行段階であっ
て、前記シーケンスが、前記Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＳ個の連続するブランチ
ワードで構成される第１ブロックと、前記Ｎ個の受信ブランチワードで構成される第２ブ
ロックと、前記Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＴ個の連続するブランチワードで構成
される第３ブロックとからなり、前記Ｓの値および前記Ｔの値は前記Ｎの値よりも小さく
、前記ビタビアップデートがアップデートパスメトリックを生成する、連続実行段階と、
　最良のパスメトリックに基づいて、前記シーケンス内に最終ブランチワードを生成した
可能性が最も高い前記第３ブロックの終端における第１エンコーダ状態を決定する決定段
階と、
　前記第３ブロックの終端における前記第１エンコーダ状態からビタビトレースバック手
順を実行し、ブランチワードの前記第３ブロックの始端における第２エンコーダ状態を決
定する第１実行段階と、
　前記第３ブロックの始端における前記第２エンコーダ状態からビタビトレースバック手
順を実行し、ブランチワードの前記第２ブロックの始端における第３エンコーダ状態を決
定する第２実行段階と、
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　前記第２エンコーダ状態と前記第３エンコーダ状態とが同一の場合、得られたテイルバ
イティングパスを出力する出力段階と
を有し、
　前記Ｓの値が前記Ｔの値と等しいことを特徴とする復号方法。
【請求項２】
　前記第２エンコーダ状態と前記第３エンコーダ状態とが同一ではない場合の、
　前記第２エンコーダ状態を前記第３エンコーダ状態に置き換える置換段階と、
　前記第２実行段階を繰り返す繰返し段階と、
　得られたテイルバイティングパスを出力する出力段階と
をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の復号方法。
【請求項３】
　前記連続実行段階におけるブランチワードの前記シーケンスが、前記メモリに格納され
た前記Ｎ個の受信ブランチワードの論理的な循環読出しによって形成されることを特徴と
する請求項１に記載の復号方法。
【請求項４】
　前記第１ブロックが、Ｎ個の受信ブランチワードのうちの前記第２ブロック終端側のＳ
個の連続するブランチワードで構成されることを特徴とする請求項１に記載の復号方法。
【請求項５】
　前記第３ブロックが、Ｎ個の受信ブランチワードのうちの前記第２ブロックの始端から
のＴ個の連続するブランチワードで構成されることを特徴とする請求項１に記載の復号方
法。
【請求項６】
　テイルバイティング畳み込み符号を使用して畳み込みエンコーダによって生成されたＮ
個の受信ブランチワードを復号する復号装置であって、
　前記Ｎ個の受信ブランチワードを格納するメモリと、
　データ処理ユニットと
を具備し、
　前記データ処理ユニットは、
　ブランチワードのシーケンスにビタビアップデートを連続実行する連続実行ユニットで
あって、前記シーケンスが、前記Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＳ個の連続するブラ
ンチワードで構成される第１ブロックと、前記Ｎ個の受信ブランチワードで構成される第
２ブロックと、前記Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＴ個の連続するブランチワードで
構成される第３ブロックとからなり、前記Ｓの値および前記Ｔの値は前記Ｎの値よりも小
さく、前記ビタビアップデートがアップデートパスメトリックを生成する、連続実行ユニ
ットと、
　最良のパスメトリックに基づいて、前記シーケンス内に最終ブランチワードを生成した
可能性が最も高い前記第３ブロックの終端における第１エンコーダ状態を決定する決定ユ
ニットと、
　前記第３ブロックの終端における前記第１エンコーダ状態からビタビトレースバック手
順を実行し、ブランチワードの前記第３ブロックの始端における第２エンコーダ状態を決
定する第１実行ユニットと、
　前記第３ブロックの始端における前記第２エンコーダ状態からビタビトレースバック手
順を実行し、ブランチワードの前記第２ブロックの始端における第３エンコーダ状態を決
定する第２実行ユニットと、
　前記第２エンコーダ状態と前記第３エンコーダ状態とが同一の場合、得られたテイルバ
イティングパスを出力する出力ユニットと
を具備し、
　前記Ｓの値が前記Ｔの値と等しいことを特徴とする復号装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、テイルバイティング畳み込み符号を使用して、畳み込みエンコーダによって
生成された一般的なコードを復号することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信チャネルを介して送信機から受信機に情報信号が伝達される際、チャネルに
関連するノイズによって情報信号が破損することがある。このようなノイズによって受信
情報が損なわれることを防ぐために、チャネルコーディング技法が利用できる。一般的に
、チャネルノイズの影響の軽減に役立つコーディングは、送り手の情報に冗長性を持たせ
ることによって実現される。この冗長性により、ノイズによって伝達情報が損なわれる可
能性が減少する。
【０００３】
　畳み込み符号は、情報の伝送におけるチャネルノイズの影響を軽減するために使用され
るチャネルコードの一種である。当分野では畳み込み符号はよく知られており、ある種の
通信システムの標準として採用されている。当分野における既知の畳み込み符号の１つが
、テイルバイティング畳み込み符号である。
【０００４】
　テイルバイティング畳み込み符号を使用して、情報のフレームまたはブロックが符号化
されて、ブロック単位方式で伝達される。「テイルバイティング（tail-biting）」とい
う用語は、エンコーダが同一のエンコーダ状態で開始および終了するという事を指すため
に使用される。デコーダは、エンコーダが同一の状態で開始および終了することを知って
いるが、そのような状態の値（または識別情報）は知らない。
【０００５】
　畳み込み符号用の最もありふれたデコーダは、当分野ではビタビデコーダとして知られ
ている。周知のように、ビタビデコーダは、受信シンボルのシーケンスを復号する際、実
際に破損したシーケンスを受信したと仮定して、破損していない可能性が最も高いシンボ
ルのシーケンスを見つけるように処理する。テイルバイティング畳み込み符号用の最もあ
りふれたデコーダは、ビタビ復号を使用するが、計算リソースへの要求が大きくなる場合
がある。あるいは、計算リソースが最小化されるとビタビ復号の精度が悪化することがあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】豪国特許仮出願第２００８９０６２３８号
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Clark and Cain, in Air-correction Coding for Digital Communicati
ons, Chapter 6 (1981)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記の複数の問題のうちの１つ以上を解決するか、またはそれらの問題を少
なくとも部分的に改善しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様では、テイルバイティング畳み込み符号を使用して畳み込みエンコーダ
によって生成されたＮ個の受信ブランチワードを復号する復号方法が提供される。上記方
法は、Ｎ個の受信ブランチワード（branchword）をメモリに格納する格納段階と、ブラン
チワードのシーケンスにビタビアップデートを連続実行する連続実行段階であって、シー
ケンスが、Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＳ個の連続するブランチワードで構成され
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る第１ブロックと、Ｎ個の受信ブランチワードで構成される第２ブロックと、Ｎ個の受信
ブランチワードのうちのＴ個の連続するブランチワードで構成される第３ブロックとから
なり、Ｓの値およびＴの値はＮの値よりも小さく、ビタビアップデートがアップデートパ
スメトリックを生成する、連続実行段階と、最良のパスメトリックに基づいて、シーケン
ス内に最終ブランチワードを生成した可能性が最も高い第３ブロックの終端における第１
エンコーダ状態を決定する決定段階と、第３ブロックの終端における第１エンコーダ状態
からビタビトレースバック手順を実行し、ブランチワードの第３ブロックの始端における
第２エンコーダ状態を決定する第１実行段階と、第３ブロックの始端における第２エンコ
ーダ状態からビタビトレースバック手順を実行し、ブランチワードの第２ブロックの始端
における第３エンコーダ状態を決定する第２実行段階と、第２エンコーダ状態と第３エン
コーダ状態とが同一の場合、得られたテイルバイティングパスを出力する出力段階とを有
し、Ｓの値がＴの値と等しい。
【００１０】
　本発明の別の態様では、本方法は、第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とが同一
ではない場合の、第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とを置き換える置換段階と、
第２実行段階を繰り返す繰返し段階と、得られたテイルバイティングパスを出力する出力
段階とをさらに有する。
【００１１】
　好ましくは、連続実行段階におけるブランチワードのシーケンスは、メモリに格納され
たＮ個の受信ブランチワードの論理的な循環読出し（circular reading）によって形成さ
れる。
【００１３】
　好ましくは、第１ブロックは、Ｎ個の受信ブランチワードの第２ブロック終端側のＳ個
の連続するブランチワードで構成される。
【００１４】
　さらに、第３ブロックは、Ｎ個の受信ブランチワードの第２ブロックの始端からのＴ個
の連続するブランチワードで構成される。
【００１５】
　本発明の別の態様は、テイルバイティング畳み込み符号を使用して畳み込みエンコーダ
によって生成されたＮ個の受信ブランチワードを復号する復号装置を提供する。上記装置
は、Ｎ個の受信ブランチワードを格納するメモリと、データ処理ユニットとを具備する。
上記データ処理ユニットは、ブランチワードのシーケンスにビタビアップデートを連続実
行する連続実行ユニットであって、シーケンスが、Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＳ
個の連続するブランチワードで構成される第１ブロックと、Ｎ個の受信ブランチワードで
構成される第２ブロックと、Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＴ個の連続するブランチ
ワードで構成される第３ブロックとからなり、Ｓの値およびＴの値はＮの値より小さく、
ビタビアップデートがアップデートパスメトリックを生成する、連続実行ユニットと、最
良のパスメトリックに基づいて、シーケンス内に最終ブランチワードを生成した可能性が
最も高い第３ブロックの終端における第１エンコーダ状態を決定する決定ユニットと、第
３ブロックの終端における第１エンコーダ状態からビタビトレースバック手順を実行し、
ブランチワードの第３ブロックの始端における第２エンコーダ状態を決定する第１実行ユ
ニットと、第３ブロックの始端における第２エンコーダ状態からビタビトレースバック手
順を実行し、ブランチワードの第２ブロックの始端における第３エンコーダ状態を決定す
る第２実行ユニットと、第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とが同一の場合、得ら
れたテイルバイティングパスを出力する出力ユニットとを具備し、Ｓの値がＴの値と等し
い。
【００１６】
　本発明のその他の諸特徴および諸利点は、添付の図面を参照して、限定ではなく例示を
意図した以下の記載を読むことで明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
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【００１７】
【図１】関連する畳み込みエンコーダを示す図である。
【図２】図１に示したエンコーダの動作を反映した単一状態－遷移トレリスセクションを
示す図である、
【図３】特定の開始状態および符号化のための情報ビットが与えられた場合の図１のエン
コーダの動作を示した状態遷移トレリスを示す図である。
【図４】図１に示したエンコーダによって生成された受信ブランチワードを復号するよう
に動作するデジタル信号プロセッサを具備した例示的な無線受信機システムを示す図であ
る。
【図５】図４に示した無線受信機の一部分を形成するメモリ装置に受信ブランチワードの
ブロックが格納される方法を示す図である。
【図６】図１に示したエンコーダによって生成された受信ブランチワードのブロックを復
号する間、図４に示した無線受信機の一部分を形成するデジタル信号プロセッサによって
実行される動作の順序を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下の記載を明瞭なものとするために、従来技術を図示した図面と本発明を図示した図
面とにおける同一の特徴およびステップには同一の参照番号を付す。
【００１９】
　図１は、１／２の符号化率を有する、すなわち、符号化しようとする情報ビットごとに
、エンコーダが２つの出力ビット（すなわち、２ビットブランチワード）を生成する、例
示的な畳み込みエンコーダを示している。エンコーダ１０は、２つの単一ビットメモリセ
ル１，２と、２つの加算回路３，４を具備する。メモリセル１および２つの加算回路３，
４は、符号化しようとする情報ビットのシーケンスｓ（ｉ）を受信する。メモリセル１は
、受信したそれぞれの新しい情報ビットとともに、その内容をメモリセル２に提供する。
エンコーダは、「上流」および「下流」パスを備えた構成であると見なせる。各パスは、
加算回路と、情報ビットストリームへの接続と、２つのメモリセル１，２のうちの一方ま
たは両方とを含む。
【００２０】
　エンコーダの上流パス（すなわち、加算回路３を含むパス）の出力は、生成されたブラ
ンチワードの第１ビットを含む。この出力は、現在のビットと以前の２つのビットとを足
し合わせることによって生成される。計算結果が奇数の場合、加算回路３は論理１を出力
し、計算結果が偶数の場合、加算回路３は論理０を出力する。「下流」パス（加算回路４
を含むパス）の出力は、ブランチワードの第２ビットを含む。この出力は、現在のビット
と、現在のビットよりも２つ前のビットとを足し合わせることによって生成される。先ほ
どと同様に、計算結果が奇数の場合、加算回路４は論理１を出力し、計算結果が偶数の場
合、加算回路４は論理０を出力する。出力ブランチワードを決定するために使用されるの
は３つのビットだけなので、このエンコーダは拘束長３を有すると考えられる。メモリさ
れるビットは２つである。入力ビット当たりの出力ビットがより多く、拘束長がより長い
ほど、それだけ符号は強力なものとなる。すなわち、そのような符号は、チャネルノイズ
に対してより堅牢となる。
【００２１】
　図１に示されたエンコーダは例示的なものに過ぎず、本発明の実際の実施形態では、エ
ンコーダによってブランチワードごとにより多くのビット出力が生成されるように、より
多くのメモリセルおよび加算回路が使用されてよい。
【００２２】
　図１に示した畳み込みエンコーダの動作は、通常、図２に示したようなトレリス図によ
って表すことができる。トレリスは、ある情報ビット時間から次の情報ビット時間へ、エ
ンコーダの状態がどのように変化しうるかを説明する。エンコーダ状態とは、単純に、ど
の時点においても状態「ワード」として読み取られるエンコーダメモリセルの内容である
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。トレリスの左右両側は、エンコーダの取りうる状態、すなわち、００、０１、１０、お
よび１１である。トレリスの左側の状態は、エンコーダの現在の状態を表す。トレリスの
右側の状態は、エンコーダの次の状態を表す。
【００２３】
　たとえば、現在のビットの値にかかわらず、以前の２つのビットが両方とも０である場
合（したがって、２つのメモリセル１，２の内容が両方とも０である場合）、エンコーダ
は、状態００（トレリスの左上隅のトレリスノード）であると考えられる。現在のビット
が１である場合、次の後続ビットの到着は、エンコーダが状態１０に遷移することを意味
する。すなわち、次のビットが到着すると、メモリセル２内のビットがメモリセル１内の
ビット（０）によって置換され、かつメモリセル１内のビットが現在のビット（１）によ
って置換される。この遷移は、トレリスの左上隅の現在の状態００から始まり、下方に延
びて次の状態１０に繋がる斜線によって示される。トレリスの右側、下から二つ目の状態
がそうである。この状態遷移には、エンコーダの出力ブランチワードの表示（括弧内）が
あり、この場合は１１である。
【００２４】
　現在のビットが１ではなく０である場合、次の後続ビットの到着は、エンコーダが（ト
レリスの上端を横切る横線で示されるように）同じ状態００に遷移することを意味する。
トレリス図は、エンコーダが取りうるすべての状態の遷移を示す。図２に示したダイアグ
ラムによれば、たとえば、エンコーダは、状態００から状態１１には遷移できない（左側
の００と右側の１１をつなぐ線が欠落しているわけではない）。このようなことは、状態
は一度に１ビットしか変化しないという事実から直感的に理解できよう。図２に示したタ
イプの複数のトレリスは、（従来通り）互いに連結して、経時的なエンコーダ状態遷移の
シーケンスを示すトレリスを形成している。図３に示したトレリスは、状態００から開始
する、エンコーダによる情報ビットシーケンス１０１１００…の符号化を表している。こ
のトレリスは、図２に示したタイプの６つの個々のトレリスセクションを備える。図３に
示した例では、入力ビットストリームは、状態００から開始する、実線で示された状態の
変化、すなわち、１０、０１、１０、１１、０１、００、…を引き起こす。トレリスの上
部にわたって離散時間ｉが示されている。エンコーダは、括弧内に示したブランチワード
、すなわち、１１、０１、００、１０、１０、１１、…を出力する。トレリスセクション
を横切る実線で示された状態遷移のそれぞれは、所与の現在状態および符号化しようとす
る情報ビットに対応する、許容される遷移である。他の許容される可能性のある状態遷移
は点線で示されている。
【００２５】
　図３から分かるように、ある特定の瞬間のトレリス内のどのような状態にも、所与の状
態への遷移が起こる可能性のある先行状態が２つ存在する。このことは、トレリスセクシ
ョンの右側の状態が２つの遷移パスによってセクションの左側の２つの状態に関連付けら
れている、図２または図３のいずれかからも分かる。さらに、特定の開始状態が与えられ
ると、符号化しようとする情報ビットのどのような特定のストリームも、トレリスを通る
唯一のパスをもたらすことになる。これら２つのポイントにより、畳み込みエンコーダに
よって生成されたブランチワードをビタビ復号するアプリケーションのベースが提供され
る。
【００２６】
　図１に示した例示的なエンコーダによって生成された符号語は、通信チャネルを介して
デコーダに伝達される。デコーダの役割は、エンコーダによって符号化された情報ビット
のシーケンスを決定することである。決定は、デコーダの受信したブランチワードに基づ
いて行われる。通信チャネルおよびエンコーダ開始状態の認識が完全であると仮定すると
、このタスクは比較的容易である。デコーダは、現在のエンコーダの状態遷移を説明する
タイプのトレリスを使用し、開始状態が分かると、受信ブランチワードを使用して、符号
化の際にエンコーダによって選択された状態遷移を決定する。これらの状態遷移に基づい
て、このような遷移を引き起こすビットのシーケンスが決定される。
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【００２７】
　一般に、現実世界においては、完全な通信チャネルに遭遇することはない。したがって
、実際のデコーダは、受信したブランチワードのうちのいくつかはビットエラーを含んで
いるという事実に対処しなければならない。たとえば、エンコーダはブランチワード００
を生成したが、デコーダはブランチワード０１を受信する場合がある。その結果、デコー
ダは、エンコーダによって選択された状態のシーケンスの認識において判断を誤る場合が
ある。エンコーダの開始および終了状態が常にゼロと等しい関連ビタビエンコーダとは対
照的に、テイルバイティングビタビデコーダは、エンコーダの開始状態および終了状態を
知らない。テイルバイティングビタビデコーダが有する認識は、エンコーダの開始および
終了状態は理想的には同一となるということだけである。しかしながら、エンコーダの開
始状態および後続の状態のシーケンスの認識が不完全だと、デコーダは、エンコーダ情報
ビットを決定する際に誤りを犯す可能性がある。
【００２８】
　当分野ではよく知られているように、チャネルエラーの問題は、ビタビデコーダを使用
することによって軽減される。ビタビデコーダは、ビットエラーを含む可能性があるブラ
ンチワードがあると、コーダトレリスから最も可能性が高いパスを選択する。ビタビデコ
ーダは、（デコーダは開始状態の認識がないものと仮定して）いくつかの開始状態のうち
のいずれからも選択することができる。最も可能性が高いパスの選択は、一度に１つの受
信ブランチワードに対して順次行われる。連続する各受信ブランチワードにビタビ技法を
適用した結果、そのメトリックに関連付けられるパスがエンコーダによって実際に選択さ
れたパスであるという可能性を反映するパスメトリックが維持される。
【００２９】
　エンコーダによって選択されたパスの最良推定の決定の一部として、その状態に入る可
能性がある２つのパスのうちのどちらがより良いパスであるかを状態ごとに（所与の離散
時間で）反映する決定ベクトルが生成される。ベクトルは、トレリス内の状態ごとに「よ
り良いパス（better path）」決定を記録する。より良いパスとして選択されないパスは
「除外された（pruned）」と考えられる。除外されたパスは、ブランチワードの最終的な
復号に影響を及ぼさない。現実世界の環境では、チャネルシンボルは、ノイズおよび干渉
によって損なわれる。より多くの復号情報をビタビデコーダに提供するために、ソフト受
信されたブランチワードを使用して、パス選択に対するブランチおよびパスメトリックの
計算がなされる。これらのソフト受信されたブランチワードは実数である。以下の説明に
おけるブランチワードという用語は、ソフトブランチワードを意図している。
【００３０】
　ある状態に入ることができるパスは最大でも２つである。したがって、どのパスを維持
するべきか、およびどのパスを除外するべきかの決定を、従来通り、単一のビットで表す
ことができる。図１および図２に示したエンコーダの例示的な実施形態では、時間内の離
散点ごとに４つの状態がある。したがって、このような時間ごとに、４ビットの決定ベク
トルが決定されて、メモリに保存される。いったん受信ブランチワードにビタビ技法が適
用されると、保存された決定ベクトルが関連ビタビトレースバック手順の基準となる。受
信ブランチワードを復号するのはこのトレースバック手順である。従来のビタビ復号につ
いてのさらなる詳細は、文献「in Air-correction Coding for Digital Communications
」（非特許文献１）に開示されている。上記文献の全体が、引用によって本明細書に組み
込まれる。
【００３１】
　図４は、無線受信機システムの一部分を形成するビタビデコーダ２０の例示的な実施形
態を示している。デコーダ２０は、アナログ無線信号ｘ（ｔ）を受信するアンテナ８と、
離散点ｃ（ｍ）でデコーダ２０にデジタルブランチワードを提供する無線受信機回路１０
とに接続されている。
【００３２】
　デコーダ２０は、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）２１およびランダムアクセスメモリ（Ｒ
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ＡＭ）２３に接続されたデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２を具備する。特に、ＲＡ
Ｍ ２３は、本発明で使用するためのＮ個の受信ブランチワードのバッファと、ビタビア
ップデートの結果とを格納する。
【００３３】
　デコーダ２０は、無線通信チャネルで受信したブランチワードｃ（ｍ）を復号するよう
に動作する。これらのブランチワードは、テイルバイティング畳み込み符号を使用してい
るエンコーダによって生成される。このようなエンコーダは、図１および図２を参照して
先に説明したエンコーダであってよい。チャネルにノイズが多いので、ブランチワードは
不完全に伝達される。すなわち、ブランチワードは１つ以上のビットエラーを含む可能性
がある。デコーダ２０によって実行される復号動作は、これらのブランチワードから送り
手の情報を抽出しようとする。
【００３４】
　デコーダ２０は、関連するビタビ復号を利用して、テイルバイティング畳み込み符号を
使用して畳み込みエンコーダによって生成されたＮ個の受信ブランチワードのブロックを
復号する。しかしながら、デコーダ２０は、畳み込みエンコーダによって生成されたＮ個
の受信ブランチワードより長いブランチワードのシーケンスにビタビアップデートを連続
的に実行することによって、この復号を実行する。ビタビアップデートが連続的に実行さ
れるブランチワードのシーケンスは、ブランチワードのブロックをＮ個の受信ブランチワ
ードの始端に追加し、かつブランチワードの別のブロックをＮ個の受信ブランチワードの
終端に追加することによって構成される。
【００３５】
　好ましくは、これは図５に示した方法で行われる。この図から分かるように、ブランチ
ワードのシーケンスは、ＲＡＭ ２３に格納されたＮ個の受信ブランチワードの論理的な
循環読出しによって形成されうる。Ｎ個の受信ブランチワードのうちのＳ個の連続するブ
ランチワードで構成される第１ブロックは、ＲＡＭ ２３に格納されたＮ個の受信ブラン
チワードのブロックの終端から読み取ることができる。同様に、Ｔ個の連続するブランチ
ワードのブロックは、ＲＡＭ ２３に格納されたＮ個の受信ブランチワードのブロックの
始端から読み取ることができる。最初に、Ｎ個の受信ブランチワードからＳ個の連続する
ブランチワードの第１ブロック４０を読み取り、次いで、Ｎ個の受信ブランチワードで構
成される第２ブロック４２を読み取り、最後に、Ｎ個の受信ブランチワードの第２ブロッ
クの始端からＴ個の連続するブランチワードで構成される第３ブロック４４を読み取るこ
とによって、簡単な計算で実行できる方法で、ビタビアップデートが連続的に実行される
ブランチワードのシーケンスを構築できる。前述の通り、各ビタビアップデートは、パス
メトリックと、それらのメトリックに基づく決定ベクトルとを生成する。
【００３６】
　ビタビ復号の現在の文脈で、デコーダ２０は以下の原則を使用している。図３に示した
トレリスを介してパスに沿ってブランチメトリックの累積を開始する場合、以下を適用す
る。２つのパスが１つの状態に合流するときは常に、これらのパスへのすべての可能な延
長にとって、現在より良いパスは常により良いパスなので、最も可能性の高いパス（最良
パスまたは生き残りパス（survivor path））だけを保持する必要がある。パスへの所与
のどの延長にも、同一のブランチメトリックによって両方のパスが延長される。この処理
は、加算－比較－選択（ＡＣＳ）再帰によって説明され、それぞれの状態につながる最良
のパスメトリックを有するパスが、トレリスにおけるステップごとに再帰的に決定される
。
【００３７】
　したがって、図６に示すように、デコーダ２０は、図５に説明した方法でＲＡＭ ２３
から読み取られたＮ＋Ｓ＋Ｔ個のブランチワードのシーケンスにビタビアップデートを連
続的に実行する。ビタビアップデートは、Ｎ＋Ｓ＋Ｔ個のブランチワードのシーケンスの
終端に到達するまで、ブランチワードごとにアップデートされたパスメトリックを生成す
る。
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【００３８】
　この時点で、デコーダ２０は、最良のパスメトリックからシーケンス内の最終ブランチ
ワードを生成した可能性が最も高い第１エンコーダ状態を決定する。次いで、ブランチワ
ードの第３ブロック４４の始端における第２エンコーダ状態を決定するために、上記第１
エンコーダ状態に基づいてビタビトレースバック手順が実行される。次いで、第２エンコ
ーダ状態から開始して、第３エンコーダ状態を決定するために、ブランチワードの第２ブ
ロック４２の終端からブランチワードの第２ブロック４２の始端まで第２ビタビトレース
バック手順が実行される。
【００３９】
　第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とが同一であることが分かると（すなわち、
ブランチワードの第２ブロック４２に実行されたビタビトレースバック手順の開始状態と
終了状態とが同一であることが分かると）、デコーダ２０によって最良テイルバイティン
グパスが見つけ出される。
【００４０】
　第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とが同一ではない場合、任意選択で、デコー
ダ２０は、第２エンコーダ状態と第３エンコーダ状態とを置換することによって、ブラン
チワードの第２ブロック４２にビタビトレースバック手順を繰り返すことができ、トレー
スバック手順を繰り返す。次いで、得られたテイルバイティングパスが出力される。ビタ
ビトレースバック手順のさらなる反復は、通常は必要ではない。
【００４１】
　好ましくは、Ｓの値とＴの値とは同一であり、すなわち、第１および第３ブロックは、
ＲＡＭ ２３に格納されたＮ個の受信ブランチワードのサブセットを形成する同数のブラ
ンチワードで構成される。しかしながら、本発明の別の実施形態では、ブランチワードの
第１および第３ブロックは異なる数のブランチワードを含むことができる。
【００４２】
　テイルバイティング畳み込み符号を使用して畳み込みエンコーダによって生成されたＮ
個の受信ブランチワードを復号する上記の方法は、有利には、ビタビアップデートが実行
されるブランチワードのシーケンスを延ばすことによって、ビタビトレースバック手順の
間に使用するためのより信頼性の高いパスメトリックを提供する。Ｎ個の受信ブランチワ
ードの第２ブロックにトレースバック手順を１つだけ、または最大でも２つのトレースバ
ック手順を実行することによって、この方法を使用して最良のテイルバイティングパスが
見つけ出せる。さらに、ブランチワードのシーケンスが図５に示したように構築される方
法は非常に簡単な計算で実行できるので、最小限の計算リソース追加で上記の方法の精度
改善が実現される。
【００４３】
　上記の実施形態では、本発明は主にデジタル信号処理を使用して実装されたが、別の実
施形態では、本発明は、たとえば特定用途向け集積回路などのハードウェアコンポーネン
トを使用して主にハードウェアとして実装されてよい。また、本発明は、主にコンピュー
タソフトウェア、または、ハードウェアおよびソフトウェアの両方の組合せを使用して、
本発明を実装されてもよい。
【００４４】
　本発明を、関連する例示的な実施形態を参照して図示および説明してきたが、本発明は
これらの実施形態に限定されるものではない。特許請求の範囲に定義される本発明の精神
および範囲から逸脱することなく、形態および細部の様々な変更が本発明に行われてよい
ことが当業者には理解されよう。
【００４５】
　本出願は、２００８年１２月２日に出願された豪国特許仮出願第２００８９０６２３８
号に基づくものであり、その優先性を主張する。上記出願の全内容が、引用によって本明
細書に組み込まれる。
【産業上の利用可能性】
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【００４６】
　本発明によれば、記憶装置および計算リソースへの要求を最小化するビタビ復号を利用
したテイルバイティング畳み込み符号の復号方法が提供できるとともに、さらにこのよう
な復号の精度を最適化することができる。
【符号の説明】
【００４７】
　１，２　ビットメモリセル
　３，４　加算回路
　８　アンテナ
　１０　無線受信機回路
　２０　デコーダ
　２１　読出し専用メモリ（ＲＯＭ）
　２２　デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
　２３　ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）

【図１】

【図２】

【図３】
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